
リモコンで操作するには、初めに本体とのペアリングが必要
です。
ペアリング方法は、リモコンの取扱説明書もしくはP��をご
確認ください。
※電池は付属していません。別途単4形アルカリ乾電池2本をご用意ください。TRE-RCBK リモコン

ホルダー付き

裏面
※がたつきや回転を防止するた
めに必要です。取り外さないでく
ださい。

+-

C O O L

MOD E

S E T

M I X

WARM

SC EN E

はずれ止め丸穴

差し込み口

角型引掛け
シーリング

丸型引掛け
シーリング

丸型フル引掛け
シーリング

引掛け埋込
ローゼット

フル引掛け
ローゼット

下記の配線器具に取り付けが可能です。いずれの器具も付いていない場合は、電気工事店(有資
格者)に工事を依頼してください。

取り付け作業は1名でも可能ですが、スムーズに
進めるために2名での作業を推奨します。
取り付け時は、万が一の落下に備え、周囲にお子
様やペットがいないこと、危険な物がないことを
必ず確認してください。

点滅および火災・故障・誤作動の原因となります。

上記の配線器具でも取り付けできないものがあります。詳しくは、P�の「●このような場所には取り付けない。」
「●このような配線器具には取り付けない。」の項目をよくお読みください。

作業に不安がある場合は、必ず2名で作業をおこなってください。どのような場合でも無理はせず、必ず安全
を確保したうえで作業をおこなってください。不安がある方は、取り付け作業を中止し、販売店または専門の
電気工事店などにご相談ください。

調光機能付きスイッチ 通常の入切スイッチ

2名での作業を
推奨。
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アダプタ

受け具ツメ(緑色)

※ブレーカを切る場合、同一ブレーカに接続されている他
の機器の電源も同時に切れますのでご注意ください。

電源(壁スイッチまたはブレーカ)を切る。

緩衝材からリモコン・アダプタを取り出し、本体からカバーを取り外す。
取り付けの準備をおこなう。

照明器具を取り付ける。

器具の取り付けの
際は、電源を切る。
(感電の原因またはコ
ネクター差し込み時に
LED光源を直視して目
をいためる原因)

➀緩衝材からリモコン・アダプ
タを取り出す。

➀1段押し上げる。
コネクター(上)をカバー中央の丸穴に
通し、カバーを天井へ押し上げる。

➀1段押し上げる。
コネクター(上)をカバー中央の丸穴に
通し、カバーを天井へ押し上げる。

➁2段押し上げる。
アダプタのツメ(緑色)が両側に見えるま
でさらに強く押し上げる。

➂アダプタのツメ(緑色)が両側に
見えていることを確認する。 ➁アダプタのツメ(緑色)が両側とも

見えていないことを確認する。

➁カバーの丸穴に手を入れ
て、反時計回りに回してカバ
ーを持ち上げ、本体から取り
外す。

➂落下防止ワイヤーのフッ
クを外す。
(フックが掛かっていない場合は
そのまま次に進む。)　

アダプタのツメが丸穴の支柱部分と重な
らないように位置を調整してください。支
柱部分にツメが重なるとロックできず、落
下の原因になります。

カチッと音がするまで
回転させる。

カチッと音がするまで
動かす。

❶天井の配線器具にアダプタを取り付ける。

アダプタのプラグのツメを配線器具の端子穴に差し込み、ア
ダプタをカチッと音がするまで回して取り付ける。

❷天井に付いている配線器具を確認のうえ、カバーを押し上げてアダプタに取り付ける。

(つづき)

本体のがたつきや回転防止のた
め必要です。取らないでください。

受け具

アダプタ

アダプタ

カバー

落下防止ワイヤー

アダプタ

本体

リモコン

重要ポイント 配線器具の種類によって、アダプタのツメ（両側2か所）
の掛かる位置が変わります。

ロッ
ク

ロック

解除

ロック

ロック
解除

ロッ
ク

ロック

解除

ツメ

アダプタ

ツメ

支柱 支柱

アダプタ

❸アダプタのつまみを「ロック」の方
向に動かし、確実にロックする。

カバー

コネクター(上)

丸穴 受け具

アダプタ

カバー

コネクター(上)

丸穴 受け具

アダプタ

※ロックが固い場合があります
が、「カチッ」と音がするまで、つ
まみをしっかり動かしてくださ
い。
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➀本体を天井側に押し上げる。
※カバーの受け具の差し込み口に、本体の凸部が
入るように押し上げる。
※コード類は挟まないようにしっかり収納する。

➁回転が止まるまで、本体を時計回りに回
す。
※カバーが回転する場合は、指でカバーを押さえ
ながら取り付ける。

➂カバーが落ちないことを確認してから
手をはなす。

(つづき)

本体とカバーの間にすき間ができる場合は、凸部がはずれ止めの溝に引っ掛かっている可能性
があります。本体を天井側に押し上げながら時計回りに回し、正しい位置にセットしてください。

取り付け完了 作業完了後は、本体から手を離す前に、上下左右に軽く揺らし、しっ
かり固定されていることを確認してください。 取り外し完了

確  認

コード類は挟まないように
収納する。(電線が断線し、感電、
故障の原因)　

本体は確実に取り付ける。
(落下によるけが、故障の原因)　

凸部

❺本体の凸部がカバーの受け具の差し
込み口に合うように位置を合わせ、天井
側へ押し上げる。

はずれ止めの溝

本体

カバー

本体

カバー

本体

コネクター(上)

コネクター

コネクター

コネクター(下)

受け具差し込み口

はずれ止めの溝

差し込み口

凸部

➀本体を天井側に押し上げる。

➂コネクターを外したあと、落下防止ワイ
ヤーのフックも取り外し、本体を安全な場
所に下ろす。

➄アダプタ取り外しボタン(赤色)を押しなが
ら回してアダプタを取り外す。

➃カバーを手で支えたまま、アダプタのつま
みを「ロック解除」側に動かし、カバーを取り
外す。

➁本体が落ちないようにしっかり支えながら、
押し上げた状態で本体部分のみを反時計回
りに回して、ゆっくりと下げる。

※ブレーカを切る場合、同一ブレーカに接続されている他
の機器の電源も同時に切れますのでご注意ください。

電源(壁スイッチまたはブレーカ)を切る。

照明器具を取り外す。

器具の取り外しの
際は、電源を切る。
(感電の原因またはコ
ネクター差し込み時に
LED光源を直視して、目
をいためる原因)

アダプタ取り外しボタン(赤色)

・カバーが一緒に回転する場合は、指でカバーを押
さえながら本体を回してください。
・本体が取り外せない場合は、凸部がカ
バー受け具のはずれ止めの溝にはまっ
ている可能性があります。本体を上に
押し上げながら回転させてください。 はずれ止めの溝はずれ止めの溝

➀

➁

❹本体を支えながら、落下防止ワイヤーのフックを本
体のフック穴に確実に取り付ける。次に上下のコネク
ターをロックがかかるまで差し込む。

本体

落下防止ワイヤー

落下防止
ワイヤー

ロックを解除するとカバーが下に落
ちてきます。必ずカバーを支えながら
ロックを解除してください。


